
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸによるＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＯｒｔｈｏｒｏｈｍｉｂｃのＯＤＦ解析も適切に処理が出来ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年０２月０７日 

    ＨｅｌｐｅＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＭＴＥＸにより、Ｃｕｂｉｃ，Ｈｅｘａｇｏｎａｌの解析を行った。 

 今回、Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃの動作を確認してみます。 

 

入力極点図は、ＬｉＦｅＰＯ４ｎｏ｛２００｝，｛１１１｝，｛３１１｝極点を使用する。 

 

 

 

ＭＴＥＸの import_eizard で読み込み ODF解析を行い、ＯＤＦ図を表示し、再計算極点図、逆極点図を作成 

Ｅｘｐｏｒｔし、比較してみます。 

ＯＤＦ図 

 

 φ１： ０－＞３６０ 

 Φ ： ０－＞９０ 

 φ２：０－＞１８０で作成される。 

 

 

 

 

 

 

 



φ２を５度間隔で表示 

 

 

ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし、結晶方位を計算 

 

 

 ｛１００｝＜００１＞が計算される。 



Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで表示 

  

 

 

 

 

 



ＯＤＦによりＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃの表示が異なります。 

ＭＴＥＸ 

  Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ 

    

  Ｏｒｔｈｏｒｈｍｂｉｃ 

   このモードはＣｕｂｉｃで不思議な動作があったので、使用しない 

   ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで実現 

       

  Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ 

    

  Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

    

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ 

    

  Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

    

 



逆極点図 

ＭＴＥＸ 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

 

ＭＴＥＸとＴｅｘＴｏｏｌｓはほぼ同一であるが、ＬａｂｏＴｅｘは異なる。 

ＬａｂｏＴｅｘは軸の取り方が異なるため 

しかし、ＭＴＥＸはポーラネット表示ではありません。（逆極点図の外周部分の表示が異なります） 


